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機関リポジトリとは

大学及び研究機関等において生産された電子的な知的

生産物を保存し，原則的に無償で発信するためのインター

ネット上の保存書庫。

大学とその構成員が創造したデジタル資料の管理や発信を行うため
に，大学がそのコミュニティの構成員に提供する一連のサービス。

Clifford A. Lynch（2003）

研究者自らが論文等を掲載していくことによる学術情報流通の変革

と同時に大学等における教育研究成果の発信，それぞれの機関や個々

の研究者の自己アピール，社会に対する教育研究活動に関する説明責

任の保証，知的生産物の長期保存の上で，大きな役割を果たす。

大学図書館の整備及び学術情報流通の在り方について（審議のまとめ）「用語解説」
（平成21年7月科学技術・学術審議会学術分科会研究環境基盤部会学術情報基盤作業部会）

学術情報発信・流通の拠点として，世界へ発信！



海外の機関リポジトリの推進状況（１）

1990年代後半
商業出版社の寡占化が進むなどした影響で高騰した学術雑誌に対
抗しようと， 学術情報をインターネットから無料で，誰でも制約なく入手
できるオープンアクセスの理念，運動が欧米で始まる。

2001年-2003年
ブダペスト会議，宣言（Budapest Open Access Initiative(BOAI))，ベ
セスタ宣言，ベルリン宣言など，オープンアクセスの提唱が相次ぐ。

2004年７月
米国下院歳出委員会勧告，英国下院科学技術委員会報告書など，
政策レベルでの議論がされる。

2005年５月
米国の国立衛生研究所（NIH）が，NIHからの研究助成による成果論
文の最終原稿を，刊行後12か月以内にPubMed Centralへ任意登録す
るよう求め，その後のオープンアクセスの動向に大きな影響を与える。
2008年４月 PubMed Centralへの登録を義務化。

※ PubMed Centralは，生物医学分野のリポジトリ。



海外の機関リポジトリの推進状況（２）

2009年３月
マサチューセッツ工科大学（MIT）が，全学一致で，研究成果のオープ
ンアクセス義務化方針を採択。

2009年９月
ハーバード大学，マサチューセッツ工科大学（MIT），ダートマス大学，
コーネル大学，カリフォルニア大学バークレー校の５大学が，オープン
アクセス出版への支援組織を結成すると発表。

2009年10月19～23日
オープンアクセスの認識を広げるために， 「オープンアクセス週間」
（Open Access Week）として，世界各地でイベントを開催。

2009年10月21日
欧州委員会のプロジェクト「欧州における研究のためのデジタルリポ
ジトリ基盤ビジョン」(DRIVER)が，国際的なオープンアクセスリポジトリ
の連合「Confederation of Open Access Repositories（COAR）」を設立。

オープンアクセスのために，機関リポジトリを推進！



http://roar.eprints.org/

H21.10.21現在

2001年以降
相次ぐオープンアクセス宣言

February 14, 2002
Budapest Open Access Initiative

出典：

世界の機関リポジトリの現状（１）

登録機関数 世界1509

http://roar.eprints.org/�


登録機関数 世界1500

世界の機関リポジトリの現状（２）
出典： http://www.opendoar.org/

http://www.opendoar.org/index.html�
http://roar.eprints.org/�
http://roar.eprints.org/�


登録機関数 世界1360 日本69
H21.10.21現在

世界の機関リポジトリの現状（３）
出典： Repository66 http://maps.repository66.org/

http://maps.repository66.org/�


国別機関リポジトリ数

出典： http://www.opendoar.org/

世界の機関リポジトリの現状（４）

アメリカ （360 = 24％）

イギリス （162 = 11％）

ドイツ （135 = 9％）

日本 （77 = 5％）

オーストラリア （62 = 4％）

スペイン （52 = 3％）

オランダ （49 = 3％）

カナダ （48 = 3％）

その他 （555 = 37％）

http://www.opendoar.org/index.html�
http://roar.eprints.org/�
http://roar.eprints.org/�


世界の機関リポジトリの現状（５）
出典： http://www.opendoar.org/

コンテンツ種別の登録状況

学術雑誌論文

学位論文

未刊行レポート・ワーキングペーパー

会議・ワークショップ発表論文

図書

マルチメディア資料

その他資料

書誌参照

教材

データセット

ソフトウェア

特許

http://www.opendoar.org/index.html�
http://roar.eprints.org/�
http://roar.eprints.org/�


機関リポジトリのイメージ

各大学の

機関リポジトリ

機関リポジトリの構築から利用拡大まで

OAI-PMHデータプロバイダ

プロトコル

サービスプロバイダ

（NIIのサービス）

・
・
・

・
・
・機関リポジトリを構築したとき

に，OAIデータプロバイダリスト
に登録してから，サービスプロ
バイダに個別に登録すると，
その後は，自動的にハーベス
ト(自動取得)してくれる。

（ミシガン大学）

（国立情報学研究所）

（ノッティンガム大学，ルンド大学）

（サウザンプトン大学）

データ交換の

サービスプロバイダ
の各種サービス
・ データの横断検索
・ データの分析
・ データの統計

など

http://jairo.nii.ac.jp/�
http://www.opendoar.org/index.html�
http://www.oaister.org/�
http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php�


日本の機関リポジトリの推進状況（１）

機関リポジトリの推進

大学は我が国の多くの研究資源を有する機関であり，
その研究成果等を積極的に発信することは学内の教育

研究活動を活性化させるだけでなく，我が国の学術情報

の円滑な流通や社会貢献の観点からも重要である。

各大学は，学協会との連携を図りつつ，機関リポジトリ
に積極的に取組む必要がある。その場合，大学図書館

は機関リポジトリの構築・運用に中心的な役割を果たす

ことが期待される。

学術情報基盤の今後の在り方について（報告）

（平成18年３月科学技術・学術審議会学術分科会）



日本の機関リポジトリの推進状況（２）-1

国立情報学研究所(NII)
次世代学術コンテンツ基盤共同構築事業
－ 学術機関リポジトリ構築連携支援事業（CSI委託事業）

領域１：機関リポジトリの構築と運用
(単独機関リポジトリと，複数機関の共同リポジトリが含まれる。)

領域２：先端的な研究・開発

第１期（平成17～19年度） ※ 17年度は指定。18年度から公募で委託。
平成17年度 … 19大学
平成18年度 … 57大学，22プロジェクト
平成19年度 … 70大学，14プロジェクト

第２期（平成20～21年度）
平成20年度 … 68大学，21プロジェクト

72機関に委託（領域1：68機関，領域2のみ：4機関）
平成21年度 … 74機関，21プロジェクト

75機関と委託（領域1：74機関，領域2のみ：1機関）

平成19年５月17日
新潟大学学術リポジトリ（Nuar）
運用開始！

平成21年７月８日
新潟県地域共同リポジトリ(NiRR)
運用開始！
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日本の機関リポジトリの推進状況（２）-２

CSI委託事業/平成20-21年度委託事業公募要項（抜粋）

学術雑誌論文のほかに，これまでに電子的形態での蓄積・流通が遅れて

いた学位論文，科学研究費補助金・COE・特色GP などの助成金による研究

成果報告書（付随する研究データ等含む），テクニカルレポート，紀要論文な

ど，学術機関ならではの特徴を持つものを重点コンテンツに指定します。

機関内外での経費調達（自己調達資金），体制の整備，制度の整備なども

含め，事業終了後も各機関が自立的に活動を持続できるような計画を提案

してください。

※ その他は，委託機関以外で公開して
いる機関。

※ 委託事業は，試験運用を含む。



http://roar.eprints.org/

H21.10.21現在

出典：

日本の機関リポジトリの現状（１）

登録機関数 日本71

平成17年度

NIIのCSI委託事業第１期開始

http://roar.eprints.org/�


日本の機関リポジトリの現状（２）
http://jairo.nii.ac.jp/出典： Japanese Institutional Repositories Online

登録数 128機関 732,001件
H21.10.21現在

http://roar.eprints.org/�
http://roar.eprints.org/�
http://jairo.nii.ac.jp/�


日本の機関リポジトリの現状（３）
http://jairo.nii.ac.jp/出典：

コンテンツ種別の登録状況（全体）

Japanese Institutional Repositories Online

学術雑誌論文
学位論文
紀要論文
会議発表論文
会議発表用資料
図書
テクニカルレポート
研究報告書
一般雑誌論文
プレプリント
教材
データ・データベース
ソフトウェア
その他

[分析対象学術機関リポジトリ数：129，分析対象コンテンツ数 全体：724,935件，本文あり：514,541件] (2009/09/30)

http://roar.eprints.org/�
http://roar.eprints.org/�
http://jairo.nii.ac.jp/�


日本の機関リポジトリの現状（４）
http://jairo.nii.ac.jp/出典：

コンテンツ種別の登録状況（本文あり）

Japanese Institutional Repositories Online

[分析対象学術機関リポジトリ数：129，分析対象コンテンツ数 全体：724,935件，本文あり：514,541件] (2009/09/30)

学術雑誌論文
学位論文
紀要論文
会議発表論文
会議発表用資料
図書
テクニカルレポート
研究報告書
一般雑誌論文
プレプリント
教材
データ・データベース
ソフトウェア
その他

http://roar.eprints.org/�
http://roar.eprints.org/�
http://jairo.nii.ac.jp/�


機関リポジトリに登録すると（１）

(1) 大学のメリット

・ 大学の情報発信の強化

・ 知名度・ブランドの向上

・ 大学の評価向上

・ 社会に対する説明責任

の履行

・ 産学連携・社会貢献の

推進

・ 学術情報の管理コスト

低減

単なる保存書庫ではなく，

大学のショーウィンドウ！

大学ランキング2010
（朝日新聞出版刊）



機関リポジトリに登録すると（２）-1

(2) 研究者のメリット
ー 研究成果の効果的発信と長期保存ー

・ 書誌情報(メタデータ)を付与するので， OAIsterやJAIROなど

のサービスプロバイダにハーベスト(自動取得)され，効果的
に情報を発信。

・ インターネット上での視認性が高まり，引用率が向上。

・ アクセス数，ダウンロード数などの情報を論文単位で，把握
可能。

・ 世界で唯一の識別子(URL 形式のハンドル)を付与するので，

削除の依頼がない限り，永続的なアクセスが可能。
ハンドル： http://hdl.handle.net/10191/****（４桁数字） ※ 10191は新潟大学を示す。

・ 学術研究のオープンアクセスを促進することになり，学術研

究の民主化，活性化に繋がる。

http://hdl.handle.net/10191/****�


機関リポジトリに登録すると（２）-２

AGROPEDIA
(農林水産DB)

平成21年６月18日から

JAIROに収録されたコンテンツが，Googleからクロー

ルされるようになり，Googleからも，JAIROのコンテン

ツを検索することができるようになった。

http://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja�
http://jglobal.jst.go.jp/?d=0�


機関リポジトリに登録すると（３）

(3) 民間企業・一般市民・受験生等

・ 最先端の研究成果を無償で利用，情報格差がなくなる。

・ 研究動向の迅速な把握により，産学連携に役立つ。

・ 医療，産業，教育等各方面の活性化に繋がる。

・ 生涯学習の促進に寄与する。

・ 授業の資料など，大学の特色がわかる。

・ 新潟県関連の資料を入手できる。

・ 開かれた大学であると身近に感じられる。

大学

地域
社会

機関
リポジトリ

研究者機関リポジトリは，メリットの宝庫！
repositoryInstitutional  Repository



機関リポジトリと著作権（１）

機関リポジトリに登録する場合は，

原則として，全ての著作権に関して著作権者の許諾が必要。

著作権法を遵守（著作権-財産権）

・ 複製権（著作権法第21条）

PDF作成やファイルをサーバに保存すること。

・ 公衆送信権（著作権法第23条）

インターネットで公開すること。

著作権は譲渡できるため，学術雑誌に論文を掲載する際に，

著者が学術雑誌の発行者（出版社）に著作権を譲渡している

場合には，出版社の許諾が必要となる。



機関リポジトリと著作権（２）

投稿規程例

（著作権譲渡）

本誌に掲載された記事・論文の著作権は，○○編集委員会に

帰属する。

著作者自身の所属機関（大学，会社，研究機関等）で，自分の

論文や発表資料等を，機関リポジトリでの保存やインターネットで

の公開を行う場合に限り，本会への許諾申請は免除する。

（著作権の利用許諾）

本誌に掲載された記事・論文の著作権（複製権，公衆送信権，

譲渡権，翻訳権，翻案権等) の利用について，○○編集委員会

に許諾する。



機関リポジトリと著作権（３）

学会，出版社の公開許諾条件の例

・ 出典・著者明記，著作権注記を付けること。

・ 雑誌のホームページ，抄録，出版社版等へリンクすること。

・ 出版後，６カ月(又は12カ月)経過後に公開すること。

・ 著者最終版を公開すること。

・ 出版社版を公開すること。

異版の流通を防ぎたいという意図。

出版社版PDFの登載を許諾している学会 (公開条件等あり）

・ APS(米国物理学会)   ・AIP(米国物理協会) ・IEEE(電気電子学会)
・日本機械学会 ・電子情報通信学会 ・情報処理学会
・日本建築学会 ・日本公衆衛生学会 ・日本リハビリテーション医学会
・日本英文学会 ・日本教育学会 ・日本天文学会
・日本応用数理学会 ・日本農芸化学会 ・日本酪農科学会

その他多数



機関リポジトリと著作権（４）

論文投稿と著作権譲渡

出版社
（publisher）

査読者
（referee）

編集者
（editor）

著者
（author）

A

1～3回程度

校正

B

レイアウト調整、誤字・脱字校正
※英文校正レベルの改変がある場合もある

学術
雑誌

プレプリント1 プレプリントn 著者最終稿

出版社版

原稿形式（テキスト＋図表） 雑誌掲載レイアウト

acceptされることと
なった最終確定稿

accept 著作権譲渡

出典：杉田茂樹，堀越邦恵『機関リポジトリと著作権』（平成18年度学術ポータル担当者研修資料スライド４「論文投稿と著作権譲渡」）



機関リポジトリと著作権（５）

著作権ポリシー確認ツール

国内学会等
・ SCPJ(Society Copyright Policies in Japan)
(学協会著作権ポリシーデータベース）

（筑波大学，千葉大学，神戸大学）

http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/scpj/

・ 各学会等のホームページ

海外出版社・学会
・ SHERPA/RoMEO
Publisher copyright policies & self‐archiving

（ノッティンガム大学）

http://www.sherpa.ac.uk/romeo/

・ 各海外出版社・学会のホームページ



共同リポジトリの必要性（１）

オープンアクセスを推進するために必要な取組と課題

科学研究費補助金などの公的資金の助成を受けて展開され

た研究の成果については，社会的な透明性や説明責任を確保

する観点からも，国民が等しく，ひいては世界中からアクセスが

可能となるよう，オープンアクセスをより強く進めていく必要が

ある。

欧米では研究助成機関による助成を受けた研究成果のオー

プンアクセスを義務化する動きもあるところであり，我が国にお

いても研究成果となる学術論文等のオープンアクセスの義務化

も含めた対応の強化に向けた検討が必要である。

大学図書館の整備及び学術情報流通の在り方について（審議のまとめ）

（平成21年7月科学技術・学術審議会学術分科会研究環境基盤部会学術情報基盤作業部会）



機関リポジトリの今後の在り方と課題

個別の大学等によっては，事務体制や技術的な問題等に

より，独自でリポジトリの構築・運用を行うことが難しい機関

もある。

こうした機関に対して，各機関が共通利用できる共用リポ

ジトリのシステムを構築することにより，リポジトリへのコン

テンツの登載や公開が容易になるような仕組みを早急に検

討する必要がある。

共同リポジトリの必要性（２）

大学図書館の整備及び学術情報流通の在り方について（審議のまとめ）

（平成21年7月科学技術・学術審議会学術分科会研究環境基盤部会学術情報基盤作業部会）



共同リポジトリの必要性（３）

教育基本法（平成18年12月22日法律第120号）（抜粋）
※ 教育基本法（昭和22年法律第25号）の全部を改正

（大学）

第７条 大学は，学術の中心として，高い教養と専門的能力を

培うとともに，深く真理を探究して新たな知見を創造し，これら

の成果を広く社会に提供することにより，社会の発展に寄与

するものとする。

情報発信，社会貢献は，大学の責務！

北陸先端科学技術大学院大学
≪論文収集方針≫

業績DBに登録されている論文は，教員からの申し出がない限り，リポジ

トリ登録を認めるものとし，論文のリポジトリ登録を行う。

<平成20年６月16日 教育研究評議会で承認>

出典：寺田美樹『日本の機関リポジトリとそのテーマ2008：事例発表 ～ JAIST学術研究成果リポジトリの充実計画 ～』
http://hdl.handle.net/10119/5904



共同リポジトリの現状

共同リポジトリは，独自に機関リポジトリを構築することが困難

な機関にとって，経済的かつ効率的な方法であり，情報の共有化

など，連携が深まり，情報発信に相乗効果が期待される。

・(山形)ゆうキャンパスリポジトリ(9) ・埼玉県地域共同リポジトリ(3)
・新潟県地域共同リポジトリ(4) ・福井県地域共同リポジトリ(10)
・岡山共同リポジトリ(3) ・広島県大学共同リポジトリ(12)
・山口県大学共同リポジトリ(7)       ・沖縄地域学リポジトリ(1)

(  )は，参加機関数を示す。

登録件数 7,363件
（H21.11.1現在）



新潟県地域共同リポジトリがめざすもの

広く社会の発展に寄与するために

新潟県地域共同リポジトリは情報を発信します

学術情報発信・流通の拠点として
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